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表１：マイコトキシンによる中毒（ppm）

生産年次 ２００６年 ２００７年 ２００８年

調査サンプル数 ２１ １６ ２５

DON検出率（％） １００ ４３．８ ９６．０

ZEN検出率（％） ３３．３ ６８．８ １００

複合検出率（％） ３３．３ ３７．５ ９６．０

表２：北海道におけるマイコトキシンの発生状況
（道総研）

図１

新新発発売売ののカカビビ毒毒吸吸着着飼飼料料
「「TTOOXXOO（（トトククソソ））－－XXLL」」ののごご紹紹介介

輸入穀物の高騰の中、自給飼料の関心がます
ます高くなってきている今日、さらなる品質向
上が課題となってきています。
そこで問題となってきているのが、カビ毒（マ

イコトキシン）です。
日本国内で販売されている飼料は許容基準規

制値以下のものが流通しており問題はありませ
んが、自給飼料はその限りではありません。
表１の通り、乳牛にとってかなり低い濃度で

問題が出ると言われております。

涼しい北海道でも多くの発生が確認されてい
ます。
また、DONとZENの両方とも検出される率が

高い傾向があります。（表２）

この様にマイコトキシンの発生状況から見ま
してアフラトキシンだけを吸着する『ノバシル
プラス』（弊社商品）では役不足という事になり
ます。
そこでアフラトキシンのみならずDON、ZEN

にも有効な『TOXO（トクソ）－XL』が必要なの
です。
成分はモンモリロナイトだけではなく、乾燥

酵母細胞壁も含んだ複合品です。
特徴としましては

①モンモリロナイトは不純物の少ない厳選した
鉱物を使用していますので広範囲のマイコト
キシンに有効で、少量でも効果があります。

②乾燥酵母細胞壁はβグルカンの免疫活性効果
により体内防御能力を高めます。

③日本国内の大学でいくつかの商品テストを行
いましたが評価が１番良好です。（図１）

カビ毒吸着飼料も日々開発が進み、より良い
商品が市場に出てきております。
是非、日頃の生産性向上のために、ご利用を

お待ち申し上げております。
（油化産業株式会社 志水裕敏）
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